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賃

金

土

労

働

時

間

較

差

め

'
年

齢

別

特

性

:

第1

節
勞
働
供
給
ス
ケ
デ
ュ
ル
の
シ
フ
ト

蕩

の

^

^
行
動
は
資
料
上
就
業
者
数
と
i

時
間
と
の.両

面

が

ら

考

察

さ，. 

:
れ
得
る
。
、
し
か
，し
労
働
^

^
行
動
の
摸
型
は
こ
れ
ら
両
者
を
統
合
し
、て
次
の
よ 

う

に

說

定

さ

れ

る

の

が

嘉

で

あ

る

と

考

.え
ら
ハ
れ
る
。'す
な
わ
ち
、㈠
消
費
行 

動
と
同
じ
く
労
働§

行
動
の
.最
終
意
志
決
定
単
位
は
家
計
で
あ
る

0
㈡
家
計 

は
そ
の
所
得
と
佘
暇
に
関
し
て
選
好
場
を
持
つ
。
：

I

家
計
は
.与

え

ら

れ

た

条

件

：
 

の
下
で
そ
の
効
用
を
極
大
化
す
る
よ
う
行
動
す
る
。
か
く
し
て
家
計
の
各
構
成

.

. 

員
の
余
暇
量‘の
配
分
、
す
な
わ
ち
労
働
時
間
.(

.一
日
に
つ
い
で
：は
各
人
の
.一

T

四 

時
間
か
ら
そ
の
余
暇
時
勝
を
差
引
い
た

.時
間)

：
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。

こ

の

場

. 

合
の
余
暇
時
間
と
は
睡
眠
か
ら
家
事
に
至
る
ま
で

.

.の

.収
入
稼
得
を
伴
わ
な
い
時 

間
総
て
を
云
う
。
そ
し
て
こ
こ
.で
一
家
計
に
お
，け
る
就
業
者
数
お
よ
び
そ
れ
ぞ 

れ
の
労
働
時
間
が
同
時
に
決
定
さ
れ
る
。
，，

L
か
し
な
が
ら
実
際
の
資
料
に
は
家

,
 

■■
 

.
 

-

計
単
位
で
就
業
盡
と
そ
の
货
働
時
間
が
調
査
さ
れ
て
い
る
例
は
，未
だ
無
い
。 

そ
れ
で
異
な
っ
た
資
料
が
ら
こ
の
商
面
の
ア
ブ
ロ

ー

チ
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な 

い
0
.こ
こ
で
モ
デ
ル
：は

若

平

の

変

形

を

碧

と

す

る

0
例

え

ば

就

馨

に

.つ
い 

て

は『

家
計
当
ヶ
の
就
^
者
数
バ
ぁ
そ
い
は
世
帶
人
員
に
対
ず
る
就
業
者
の
割 

合=

有
業
率)

i

決
定
す
る
要
因
を
求
め
る
と
と
に
允
り
、

時
間
に
関
し 

い
て
は
一
家
計
構
成
具

(

跃
下
個
人
と
称
す
る

)

：
の

篇

晚

間

決

姥

髮

す

な

わ
 

'
.
ち
家
計
を
阔
人
0

デ

ィ
メ
ン

ジ
;:
3

ン
で
.切
っ
た
侧
面
を
画

く
こ
と
に
な
る
。

こ 

れ
^
は
先
の
基
本
模
型
：の
副
次
模
型
と
し
て
有
用
性
を
附
与
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら 

な
い
。
通
常
就
業
者
に
関
し
て
.は
家
計
調
査
の
如
き
家
計
単
位
の
資
料
が
用
い 

ら
れ
る
が
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
企
業
側
の
記
録
に
ょ
る
就
業
時
間
の
資
料 

で
な
い
と
利
用
可
能
で
な
.い
b
そ
れ
故
後
者
の
場
合
農
林
業
に
携
わ
る
者
や
自 

営
業
主
な.ど
の
罾
料
を
得
る
の
：が
困
難
で
あ
：る
。
，
し
か
し
企
業
あ
る
い
は
畠

 ̂

所
単
位
の
資
料
は
別
の
意
味
で
有
用
：で
あ
る
。
"
そ
れ
は
家
計
単
位
の
資
料
で
は

就
業
に
関
す.

る
；®

が
不
茹
分
、
,
不
正
躋
で
あ
る
の
に
对
し
て
、
事
業
所
举
從 

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
：就
業
構
造
を
反
映
す
る
労
働
市
場
に
関
す
る
重
要
•な

霞

を
も
提
供
す
る
と
い
ぅ
意
味
で
、
同

時

に

労

働

市

場

分

析

に

獲

す

る

こ

と

も

で
：き

る 
9
 

-,.
■

...
 

V

 

.

. 

.

■

•

.

.

;

本
稿
で
は
個
人
の
：就
業
時
間
に
専
ら
焦
点
が
絞
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん

こ
れ
へ 

は
次
の
段
階
で
家
計
単
位
に
統
合
さ
れ
る
べ
き
性
霞
の
も
の
で
あ
る
？
家
計
の
， 

中
で
誰
と
誰
と
が
就
業
す
る
か
を
決
め

る

こ

と

と

、ん
る
者
が
何
時
間
働
ら
ぐ

か
を
決
め
る
こ
と
が
同

j

の
ブ
■ロ
ゼ
ス
に
よ
る
^:
定
で
•あ
る
と
し
て
鮮
明
な
橫 

型
に
く
.み
あ
げ
ら
れ
る
か
ど
ぅ
か
は
未
だ
確
か
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
呈
示
さ 

.

れ
る
賃
金
率
そ
の
他
に
烀
す
る
反
痧
の
.型
あ
る
い
は
変
動
の
仕
方
が
両
者
共
同 

じ
で
あ
る
と
い
ぅ
保
障
も
無
：
；

0:
:し
.か
t

j
こ
で
は
個
人
.の

露

時

間

を

考

察 

し
^
ど
：の
よ
ぅ
な
規
則
性
が
;^
見
，さ
れ
、
そ
れ
が
労
働
時
間
に
関
す
る
如
何
な 

る
摸
型
に
よ
っ

P

矛

衝

夺統
；；一
.

的
：に
説
明
さ
れ
得
る
か
を
試
み
る
.の

で

あ 

る

:0
.

•
• 

■

W

、賃
金
と
労
働
時
間
較
差
め
年
齢
別
特
性

.

%

三
七



現
莅
に
至
る
ま
’
、
.わ
れ
わ
れ
の
分
析
も
家
計
の
有
業
率
と
、
個
人
の
労
働 

時
間
の
、
、両
側
面
か
ら
な
さ
れ
て
来
た
が
、

こ
こ
で
労
働
時
間
に
関
，し
て
得
ら

.

.

..
(

注
2〕

. 

' 

-

れ
た
結
果
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

_
 

,個
人
を
敢
位
之
し
ヤ
そ
办.：1
時
間
当
り
實
金
と
日
間
あ
る
“
は
月 

'

'働
_

と
の
関
係
は
右
下;(
?

に
観
察
さ
れ
る0
>-
:」

れ
か
ら
^

働
^

^

ス
ダ 

デ
ュ
ル
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
.

但
し
こ
の
ス
ヶ
デ
ュ
ル
は
、
産
業
な
り
企
業
の
規
摸
な
り
職
種
だ
り
を 

固
矩
す
る
と
い
う
操
作
を
通
し
て
、
安
定
的
に
得
ら
れ
る
。

と
い
う
こ
と

. 

は
こ
の
よ
う
な
侧
商
に
よ
っ
て
ス
ケ
デ
ュ

ル

の

シ

フ

ト

が見
ら
れ
る
と
換 

:
言
さ
れ
る0
'
'
.
.
;
:

ン
：
'::
.
ゾ 

.

.

.

S
1

般
に
次
の
事
実
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

.す
な
わ
ち
同
一
の
賃
金
■率
.に 

対
し
て
も
労
働
時
間
の
短
い
も
の
も
あ
れ
ば
長

'い
.も
の
も
あ
り
、

こ
れ
を 

グ
ル
ー
プ
と
し
て
分
け
る
と
第
，

1
因
の
见
に
対
す
る
か
と
知
の
ご
と
く
ス

第 3 図

子
：子 

'模
'機
模
：
 

規
肽
規 

.
5
R

女
.
；大
中
小 

.

.

•

1

2

3

■
:

:;:
:

M

s

.
2当
.八)

' 

'

ヶ
デ
ュ
V
に
シ
フ
ト
が
あ
る
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
と 

の
シ
フ
ト.に
は
一
つ
：の
規
則
性
が
見
出
さ
れ
る
？

■戦
後
の
：資

料

で

，は
企 

:'
業
の
規
模
の
太
な
る
程
ス
.ヶ

デ
3.
ル
が
上
方
に
あ
る
と
ど
で
あ
る

(

.第
2 

:
7
M
}
。

わ
於
国
に
お
け
石
規
模
間
の
i

移
動
が
少
な
い
こ
と
■を
考
慮
す
る 

:

と
、

こ
•の
よ
う
な
ス
ヶ
デ
ュ.ル
の
分
布
ば
相
当
安
定
的
に
そ
れ
ぞ
れ
.の
規 

:

:
.橫
.に
麄
用
ざ
れ
て.い

る

蕩

者

の

象

計

の

：異
質
性
を
反
映
し
て
い
る
と
見 

な
す
こ
'と
が
で
き
よ
う
。

¥

こ
の
家
計
グ
ル
ー
ザ
の

：

異

質

性

を

企

證

模

に

代

表
ざ

せ

て

、「

規

模
. 

に
■よ
る
ス
■ヶ
デ
ュ.ル
.の
'ゾ
：フ.ト」

：
と
呼
ぶ
。
規
摸
別
ズ
\ヶ
デ
.ュ'ル
の
分
布.

:
:;
は

囊

に
よ

ヴ
か

％
り
様
相
を
異
に
す
る
；

9
|
1
|
!
;

金

で

非

霧

：§
^

ヵ 

:

.

•

の
性
f

鲦

.1
>
.程
土
方
シ
フ
}
は
大
き
く
、
：
：い
わ
ゆ
る
％
規
模
低
賈
金
労 

ソ
働
力
.に
^

^

浓
低
位
に
規
わ
：れ
る
。
:-
:
.
-
.こ
ー
れ
を
生
活
水
準
の
讀
'.あ
る
い 

"
は
蓄
形
成
ス
胤
ぇ
ば
高
水
準
の
消
費
を
持
練
す
る
と
そ
：

©
習
慣
：が
蓄
積 

，
さ
れ
て
消
費
選
好
場
が
変
位
す
る
ど
考
私
る
こ
と)

：の̂

に
.よ

る
も
の
と

考
え
る
。::
:
:へ
ハ
パ.：̂

'.
.
'
'
'
'
'
"

へ.：
つ

.
■•
:
.
、

-

钧

：'以
上
の
考
察
は
男
子
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
女
子
に
つ
い
て
も

®

:
へ：知
関
係
が
見
出
せ
れ
ふ
彳
だ
聲
し
與
子
と
女
子
-©
馨
な
差
異
は
女
子 

,:
^

ス
へ
ヶ
デ
ざ
ル
ヾ
が̂
倒
的
に
男
子
の̂

カ
に
存
莅
^

、.
規
模
別
シ
フ
'ト
の 

*

分
布
幅
が
非
常
に̂

さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

第
3

因)

。
一
般
に
.
女

子
 

'
レ
：め̂

ヶ
デ
ュ̂

が
顧
位
1
'あ
务
の
は
容
各
に
説
明
ざ
>
^
。
家

計

の

蕩 

翁

^

よ
っ
で
明
ら
灰_

-<

ぺ：1
家
：̂

成
員
の
^

#

は
他
の 

..

言
成
員
.に
海
ぇ
^:

れ
る
賃
金
率
に
ょ
っ.
"て
.影

響
を

受

け

ー

る

0

同一:

家

計

の

女
子
と
男
子
で
は
，男
子
賃
金
率
の
方
が
高
い
の
於
普
通
で
あ
る
ノ
そ
れ
耽 

•

舆
子
に
比
し
て
女
子
の
^

^

が
下
廻
る
の
は
男
子
賃
金
率
に
よ
る
夂
チ 

ス
ヶ
デd

ル
.の
：変
位
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

0;
規
模
別
分
相
の
幅
：は
、
_ 

同r

規
模
企
業
で
も
男
子
，と
女
子
で
は
背
後
に
あ
る
家
計
が
同
賢
的
で
'だ 

.
く

、

実
現
し
た
全
女
干
货
働
カ
は
男
子
よ
り
異
質
性
の
程
度
が
低
い
家
計

「 

-
群
で
あ
る
と
解
釈
ざ
れ
る
0:
;.
;
}
- 

'

㈥

こ
：
の
，
よ

，

K

な
選
好
場
の
変
位
す
な
わ
ち
企
！

^

模

別

ズ

ヶ

デ

H

ル
の
..シ 

:

フ
，ト
が
如
何
な
る
要
因
に
よ

.？て
如
何
な
る
程
度
に.も

た

ら

さ(

れ

た

か
 

は、
現
夜
の
と
こ
ろ
正
確
に
把
握
'さ
れ
て
い
な
い。

.

.

.

(
&
:
1
)

小
馬
恵 
一0

-1
穷
働
.の
供
铪
に
つ
い
て

」

経

済

研

究一
九
五
七
年
七/

(

法
：2〕

，
佐
身
陽
子T

現
代
経
済
機
權
に
.

お
け
る
努
働
組
合」

三
■田
学
会
雑
誌 

昭
和
三
四
年
三
月
。

，

.

.

.

'

_

.

第

二

節

ス

ヶ

デ

ュ

ル

•の
年
齢
別
分
布

.本
節
の
分
析
で
用
い
ち
れ
る
資
科
は
主
と
し
て
労
統
計
調
査
部
に 

.

ょ

る「

昭

別

三

三

年

霊

馨

基

本

麗

結

果

報

出

曇

」

で
お
る
。
.
こ
の
中
で 

年
齢
階
級
別O'『

平
均
^
間

廳

時

間』

と

『

平
均
月
間
き
ま
っ';
.
て
支
給
す
る

. 

S

S

が
使
用
さ
れ
る
：。

モ
デ
ル
K
お
：け
：る
賃
金
率
：は
こ
.

の
：：
『

平
均
月
間
き' 

ち

っ

て

る

給
:-
#
額
!-
を

.

『

平

均

月

間

唐

働

時

間

：

r:

で
除
し
た
二

」

時
間 

绉
り
賃
金’と
す
る
。

こ
の
，
一
時
間
当
り
賃
金
と
月
間
実
蕩
時
間
と

'の
：関
係.を
_ 

年
齢
階
級
別
に
産
業
や
企
業
規
模
に
つ
い

.て
考
察
す
る
。
産

業

は

義

業

を

中 

賃
金
と
労
働
時
間
較
差
の
年
齡
別
特
性

：
：

.心
と
.す
る
。
 

J
.
.

先にス.
ヶデ

予
ル
の
シ
フ
ト
に
は
生
活
水
準

(

あ
る
.い
は̂

^

形
成)

.に
よ
る
も
の
と
家
計
に
.与
え
ら
れ
.る
賃
金
率
に
よ
る
も
め
と
が
あ
る
と
述
べ
た 

ぐ
が
、
：'前
象
は
生
活
水
準
が
上
昇
す
る
と
所
得
の

^

^
効
用
1

の
截
片
が
大
き 

:

定

な

ら

ば

同

爲，©
賃
金
永
準
に
対
し
て
ょ
り
長
時
間 

'

の
労
働
^

?
量
を
最
適
な̂

^
時
糊
と
し̂

遴
ぶ
と
.と
に
な
る
こ
と
を
意
味
す 

る
。

こ
れ
に
対
し
て
後
者
ば
、
；他
の

'家
；̂

成
員
の
賃
金
率
が
上
昇
す
る
と 
(

涵
の
事
情
一.定
な
ら
ば> 

.同

— .
の
資
金
率
忆
％

し
：て
よ
:0
.
短

い

蕩

時

間

を 

.最

適

量

と

し

て

選

ぶ

よ

う

に

な

る
■と
.い
う
逆
の
効
果
を
も
つ
。
そ
れ 

故
、
年
齢

に
よ

る
想

f

を
見
出
す
た
め
に
は.こ
れ
ら
.の
；

V

フ

ト

證

を

コ

ン

ト 

ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
，な
い
。
.第

さ

因

は

薩

業

の

藥

色

整

理

寒

労

務

者

男 

子
の
賃
金|
労
働
時
間
関^ -
で
あ
る
。
各
年
齢
を
規
模
で
結

'ぶ

と一

〇〜

九
九 

人
規
模
は'

11

五
歲
以
上
で.常
に
左
へ
寄
っ
：て
い
^

ス
ヶ
デ
，
ュ
ル
と
見
な
.せ

る
-' 

賃
金
丨

時

間

関

係

が

一

睨
に
：右
下
り
：の
形
態
を
と
る
こ
：と
は
既
に
：確
認
さ 

れ
て(I

紀
0
沟
配
は
別
と
七
て
、
第
冷
因
の
中
で
小
規
模
は
大
.

$

模
と
は 

ス
ケ
デ
ュ
ル
の
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と

.が
分
る
。

こ
の
..場
合
大
規
模
と
中
規
模 

の
ス
ヶ
デ
ュ
ル
が
同
一
で

あ

る

，ど

い

う

双

拠

は

な

い

。

:し
か

じ̂

を
_
皿
業
.は 

規
模
に
よ
づ
て
賢
金̂

^
間
関
係
に
；差
が
あ
る
一
と
い

う

点

で

顏

の
'諸

產

業
. 

と
は
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
染
色
整
理
業
て
も
労
滋
者
女
子

(

第 

5
図)

‘
に
つ
い
て
は̂

^
と
.小

襲

の

間

に

差

の

：あ
る
こ
と
が
確
か
で
：

な

. 

い
。
ま
た
ニ
四
歳
以
下
に
つ
い
て
は
規
模
間
で
塞
が
あ
る
と
，い
う
よ
り
、
無
い

.'' 

か
、
あ
っ
て
も
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
だ
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
の
類

.

,

-

^

^

1

.
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昭和 33年

月間労働時間

貧
命
と
労
働
時
間
較
差
の
年
齢
別
特
性

型
に
属
す
る
シ.
'フ
■ト
' (

生
：活
水
準
^
よ 

，.，.る〕

：
は
年
齢
に
よ
り
性
に
：よ
.り
藻
な
る 

の
で
あ
る
。
：
こ
れ
は
家
計
を
単
位
と
す 

ぐ
る
と
き
家
計
の
違
好
場
め
.シ
ヴ
ト
が
、 

者
の
性
や
年
齢
に
よ
？
で
企
業
規 

摸

の

傷

力

構

成

に

現

わ

れ

な

い

こ

と 

.

.を
示
す
。
：
例
え
ばi

整
理
業
で、

 ̂

ノ
子
労
務
者
の
背
後
に
あ
る
家
計
は
規
模 

に
よ
り
異
な
る
が
、
：：女

•

務
者
で
は 

比
較
的
同
質
'の
家
計
か
ら
出
て
い
る
こ 

と
に
な
る
，。
只
、
男
子
に
比
べ
て
女
子 

.

.の
場
合
通
常
こ
の/よ
，̂
な
.シ
'ス
へ
ト
が
小 

さ
い
の
は
女
子
が
非
^

®

で
あ
る
か 

ら
、
：
高
生
活
水
準
の
家
|+
.に
属
す
る
女. 

子
は
労
働
市
場
に
出
：な
い
か
出
て
も
特 

:

殊
な
雇
用
機
会
に
し
か
陈
じ
な
い
か
ら 

...
で
.知
る
。
又
、
年
齢
別.シ_プ
.
.ト
の
幅
が
狭.. 

■:
い
の
%'
こ
：の
：よ
ぅ
な
事
情
ハ
非
核
労
働

> 

に
よ
：る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
ぅ
な
、
規
模
に
よ
つ
て 

觅
ら
れ
る
ス
ヶ
デ
ュ
ル
の
シ
フ
ト
は
規

. 

摟
を
結
人
だ
場
合
右
下
り
：か
ら
は
ず
れ 
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店 幅 撫 物 業

女 子 海 人 _ 織 布 ：！: 年 階 級 刺 挺 換 钶 開 当 り 賃 金 と 月 間 労 働 時 間

午 齢 階 級 錄 酿

行金構造抱本調畓 
昭 和 3 3 年 ，

る
と
へ
い.ぅ
.こ
^'
が

第
--
*
の
.判

断
'®
準
に
な
る.々
：；.，第
 
一：.

j

m

右
下
^
の
.賃
金
一
：̂

働 

時
間
関
係
が
観
察
さ
れ
た
だ
け
で
そ
れ
を
ス
ヶ
デ
ュ
ル
と
見
な
す
こ
と
は
で
き 

な
い
：。̂

ヶ
.デ

'-
ル
h

す
れ
ば
i

時
間
を
^

^
、
下
落
す
れ
ば
増
加
す
る
と
ね
}
行
動
の
軌
跡
を. 

’
.表

わ

す
.%
の
^.
な
け
れ
梂
な
ら
な
：い
。
し

か
-:
1
>個
人
め
ヌ
ヶ,

ラ

ル

は

そ

：
の
.
労
 

ん
働
^

^
行
動
に
影
響
を.与
え
る
無
数.の
要
因
の
想

f

に
よ
マ
て
同
じ
く

f

数

.に 

’
.あ
石
に
違
：い
な
い
。
た
だ
.問

題

に

な

？
て
い
る
範
姻
で
は
倜
人

0
あ

る

集

団

を. 

:取
り
上
げ
ね
ば.な
ら
な
い
か
ら
必
ず
し
も
個
人
の
ス
サ
デ

A
ル
を
見
出
だ
す̂ 

要
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
れ
故
こ
こ
で
ぼ
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
ス
ヶ
デ

H

ル
を
他 

の
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
か
ら
識
別
す
る
こ
と
が
作
業
の
対
象
と
な
る
。
第

6
図
は 

織
物
業
絹
人
絹f

エ

，

(

女
子)

4
規
模
別
年
齢
別
賃
金
一
^

時
間
関 

ン
係
で
あ
各
。
へ
'ど

こ
^j 

0

0

0人
以
上
規
模
の
番
号4

0
5
1
1
.
1

九
歳)

が 

。
中

規

模̂-
,
!
0

0丨
九
九
九
人

)

©
高
年
■

0

:5
歲
以
上
ビ#
に
入
り
込
ん

： 

で
い
る
：こ
と
ヒ
：よ
め
、
：
少
な

<-
と
も
大
規
模
と
中
規
模
の
間
1
は
第
.

(

一::の
要
因
へ 

に
よ
る
シ
フ
ト
：は
な
.い
と
考
え
ら
れ
る
。
：寅

に
1
—-
五
歲
以
五
の
一
ー
1

年
齢
階
級
と 

'
小
規
模
史
で
含
め
：て
見
る
と
.一

,-
'

つ
の
.ス
；ヶ‘
^
ュ'ル
：0
グ
.ル
I
プ
が
あ
る
と
見
な 

ず
こ
と
が
で
ぎ
る。
'
' し
か
し一:

一
四
歳
以
下
の
：若
年
齢
層
で
同
年
齢
階
級
を
規
模 

で
結
ぶ
と
高
年
齢
層0:
勾
配
と
異̂

っ
飞
、
：
：诺
年
に
办
：石
遐
韁
や
か
に
な
る
傾 

向

が

見

ら

れ

石,0こ
れ
を
ス
ヶ
デ
ュ
ル
と
見
众
せ
ば
ス
若
年
程
僅
か
の
賃
金
率 

の
変
動
が
：労
働
時
間
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
.，し
か
し
ま
た
規
模 

に
よ
つ
て
若
年
労
働
者
の
出
身
層
が
異
な
ヴ
、
：
ス
ケ
デ
ュ

-ル
は
.高
年
齢
層
と
同 

様
の
傾
斜
を
持
っ
、が
大
規
模
程
核
所
得
の
大
な
る
家
計
か
ら
出
て
ぃ
る
と
す
れ

50
1

時 
E

HfJ

り
^

金 
4

ば

羣

齢

層

にス
.ヶ

デ
ュ
ル
：0
シ
フ
ト
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
*

こ
の
こ
と 

に
は
反
対.の
仮
定
も
成
々
立
，

.つ
'。
、す
な.太

ち

羣

齢

肩

で

：は
i

さ
れ
る
賃
金 

間

因

は

近

盤

：にス
.ダ

デ
^
ル
を
あ

ら

わ

すが
ーロ
翠
齢
層
で
は
出
身 

層
の
：簾

得

に.要
約
さ
れ
る
ょ
ぅ
な
家
計
の
：異
質
性
が
あ
り
、
高

年

齢

震

模

fc
^
り
異
な
るス
ヶ
テ，
.

ュ
ル̂

®
す
る
.とい
.

ぅ

こ

と

.で>̂
る
。
.し
か
1>
後
^
0̂'
.
‘ 

男
子
に
関
し.て
，も
常
に
女
于
と
同
様
の
図
が
画
が
れ
る
こ

^
か

今
.
'中
^

®

:
 

に
当
る
男
子
牡
年
層
は
比
較
的
&

の
.：賃
金
率
に
依
存
す
る
と
こ
.

ろ
太
.で
あ
る

-時
問
当
*)
'
:
：
:
..
:
v.
'

'

s

r
 
, 

>
0
 

賃
金
と
労
働
時
間
較
差
の
ゴ
年
齢
別
特
性
-,.

:

と
考
え
.て
後
者
の
仮
定
を
捨
て
る
と
：と
が
で
き
よ
ぅ

？

：
'

..

.
年
齢
に
関
す
る
ス
ヶ
デ̂
ル
0

シ
フ
ト
の
関
係
.を
要
約
す
れ
ば
次
の
通
り
で 

.あ
る
。.
.
.
.
へ

- 

ぐ
,
.

B

■.生
活
水
準
に
よ

(

る
ス
め
デ
モ
：ル'の(

シ
.フ
ト
と
核
所
得
に
よ
る

X

ヶ
デ
ユ 

!

-當

’シ
：7-
|

背
後
に
.、
太
•ヶ
デ
'ュ
ー
：ル
の
年
齢
に.ょ

ん

分

葙

が

囊

す^0 

0

,'
:
'こ
.れ
ば
,

か
ら
老
齢
；に
な
る
：に
従
^
て
上
方
に
移.る
.と
い
ぅ
関
係
を 

.

_

示
しy:

い
る
：が
、
'
そ
れ
ば
家
計
構
成
員
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
ぅ
意
味 

■'
社
会
学
的
な
法
則
で
あ
る
。
.'
;よ
^V

以
下
、.年
齢
法
則
と1

0
 

.
: 

”

、
実
現
じ
た
年
齢
分
布
^
つ
“

て
は
若
年
齢
層
警
芑
の
賃
金
率
以
外
の 

■

要

因
'

〈

核
所
得
等)

に

よ

つ
て
影
響
を
受
け
るこ
と

が
犬
で
あ
る
と
考
え 

.ら
れ
る
。/：
:
.

:

ノ

ル
，
.
.
.
:
:
.
'

(

法
3)

-
小

尾

恵

：

j

*:'「

賃
金
と
労
働
時
間
の
較
差

J
「

賃
：金.問
題
と
貴
金
政
：
 

•
策
！！

(

東
洋
経
済)
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三
章
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第三節
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■
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.

*

|労
務
者
の
賃€

*

^

1趟
間
較
差
につ

い

て

の

講
.

.

:

前
節
お
.Wび

：；(

文
献(

注C0》

の
考
察
か
ら.、
.讓

業

各

業

種

の

：霧

者

の
 

賃
金
ど
労
働
時
間
办
較
差
^
つ
い
^

^
出
さ
れ
た
特
微
的
な1

は
次
の
と
お

り
で
■

あ

：る
。
ィ
'

.

:
.-

ノ
$
'
:
ン
 

て
'

:

:

:

.

'

-;
:
'
:
.ル

.
；

■

.

-

0 
 ̂

 ̂

^

.

.

.

.

.
0
塞

隹

1

時
関
係
は
蕩
時
間
を
議
に
塞
ぃ

(

時
間
当
り〕

を
：
 

•: 
V
V.
:
.縦
軸
位
走
洛̂

賃
金
^

^

働
時
撕
の
囟
表
找
治
下
れ
办
相
関
を
!.

て
排
列
：

■ 

. ニ
五
.(

1

四
三
：
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.

さ
れ
る
傾
向.が
.：あ
る(

高
賃
金
•
短
.時
間
^

働
、
：低
貨
金•
長
時
間
^

働)

。
.
. 

㈡

こ
れ
■を
年
齢
別
に
見
る
と
、
.
.霉

層

の

：賃
金
：と
労
働
時
間
办
関
係
は
左
'

.

寄
り
に
、.ー€
^
層
で
.は
右
寄
り
に
位
置
す
る
：

(

第
.7

因〕

。
換
言
す
れ
ば
同 

1

,賃
金
に
対
•し
て
高
年
層
女
子
は
若
年
層
女
子
に
比
.ベ
.て
、
.

s

^

p

.
長
い
。
：■:
:
'
'フ

;

S

四
〇
歲
以
上
の
年
令
層
は
蒙
層
側
に
寄
る
傾
向
が
あ
る
。

W

H

の
メ
カ
ー
ー
ズ

A-

にづ

V'

て
稿
に
詳
察
し
た
か
ら

i

で
は
再
^

"
 

せ
ず
、
囊
だ
け
を
掲
げ
以
下
の.考
察
.の
，出
発
点
.と
.す
.る
。
：
.

'

' 

,

.

.

.

㈡

か

ら

女

子

羣

層

の

労

働

篇

ス

ヶ

デ
':

ュ
ル
は
，高
年
層
の
ス
ヶ
デ
ェ
ル
よ 

'り
も
左
侧
に
位
置
す
る
と
考
え
れ
ば

(

労
働
の
需
要
側
が
費
用
極
小
め
行
動
を 

す
る
か
ぎ
り)

親
測
さ
れ
る
労
働
時
間
の
時
系
列
変
化
と
麄
用
者
の
年
齢
分
布 

の
変
化
と
は
相
互.に
関
連
し
て
お
こ
る
で
あ̂
ぅ
と
期
待
さ
れ
る
。

第
7
因
で
、
S1
は
f

層
の
®

ス
ヶ
デ
ュ
ル
、、

扔
は
高
年
層
の
ス
ヶ
デ
土

'

ル
、
W2
が

労

働

の

最

低
'と
す
る
と
、
賃
金
呢.に
対
：す
る§

側
か
ら
. 

み
だ
最
適
労
働
時
間
は
、

_

層
で
は
ん
時
間
、
高
年
層
で
は
^
時
間
で
.あ
る
。 

盡

時

間

が

何

か

泠

醫

で

、
^
時
間
に
減
少
じ
だ
場
合
、

こ
<?
>
.
如
労
働
時
間 

'が
最
適
労
働
時
間
で
あ
る
よ
ぅ
な
賃
金
は

.、
高
年
層
で
は
奶
で
あ
る
：の
に
対
し 

て
、
羣

層

で

は

こ

れ

ょ

り

以

下

の

#
で
あ
る
か
ら
、
企
業
は
、
：,
需
要
労
働
哈 

，間
が
ん
時
間
に
な
れ
ば
、
若

年

層

51
を
雇
用
し.た
方
が
有
利.で
あ
る
：。
：
人
止
業
：の 

労

響

要

機

構

が

こ6
よ
ぅ
で
あ
れ
ば
、
：労
働
時
間
に
短
縮
が
，み
ら
れ
る

I

 

に
：は
：、
：
雇
用
層
は
同
時
匕
若

.

^
し
て
ぃ
：る
こ
と
が
：観
测
ざ
れ
る
で
，ぁ
ろ
ぅ
。

、 
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四
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最
低
供
給
価
格
と
は
、

' 

特
定
の
ま
用
㈱

#

パ
特
定
収
入
率
と
労
働
時 

間
を
提̂

さ
：れ
た
：雇
用
機
会
0>
.

:

の
取
入
率
が
.

そ
：れ
以
下
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の 

機
会
.

に.
：就

業

す

る

：
ょ

り

%'

他
.

の
可
能
な
.収
入
機
会
に
就
業
す
る
方
を
選
ぶ
ょ 

ぅ
な
収
入
率
の
こ
i

。
寺̂

瘃
磨
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雇
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第
4

章
、前
掲「

賃
金
問
題
と
賃 

•:
.

:

■

▲

政
策」

"

所
収
、'
:

小
尾「

賃
金
匕
労
働
時
間
^

較
差」

に
詳
説
$

れ
：
て
い
る
。

;

B

:-
.

'

男

子

霧者
：.
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'

へ
':
''
.

.

.

.

:

'

:

_

、
〃
 

. 

"

'
S

染
色
整
理
業
で
は
、
年
齢
別
賃
金
労
働
時
間
の
関
係
が
、

1

〇
〇
人
以 

.

T'
、
-
:
o
o
1
;
l

〇
〇
o
人
、
：
ー0
〇
〇
人
以
上
：の
規
模
內
：で
変
位
ず
る 

，
、

傾
向
が
見
ら
れ
る
：。

•

へ 
' 

.

.
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，
舆
子
中
心
産
業
の
男
子
労
務
者
の
賃
金
，
労
働
時
間
較
差

' 

&

業
の
労
働
者
に
占
め
本
免
子
労
務
者
の
比
率
は
支
配
的
に
高
い
が
ら
こ 

れ
を
女
子
中
心
産
業
と
ょ
：べ
ば

.、
'-
女
子
中
心
産
業
で
は
、

弈
ヰ
と
：女
子
の
賃 

金
：•
労
働
時
間
較
差
は
、
：

.：'そ
れ
ぞ
九
年
齢
法
則
に
従
っ
て
い
て
、

両
者
.の
間
に 

特
徴
的
な
差
異
ば
；み
ら
れ
な
い

^

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
0
:
.
:
-
' 

プ
：.こ
れ
に
对
し
：て
、
：男
子
労
務
者
が
支
配
的
此
率
を
占
め
る
男
予
中
心
産
業 
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i

v
造
船
な
ど

)

で
は
、
男

子

の

賃

金

•
労
働
時
間
図
表
は
女
子
の
そ
れ 

と
は
、
ニ
は
づ
き
り
と
ち
が
つ
だ
犄
微
的
な
形
を
し
て
：い
：る

.°

'
'男
子
中
心
産
業
：で
は
賃
金
‘
赞
働
時
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模
間
で
変
位
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こ
と
を
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1
3

姊
建
'¥
迺

名

和
三
〇
霖
種
別
等
賃
金
実
態
調
査
に
よ
っ
て
さ
き
に
考
察
し
た
。

こ
：こ
で
は 

l
li
u
資

料

に

つ

い

て

麗

を

行

な

う

こ

と

に

す

る

。

C

注
6

)

.

准
舞
陽
子
-1

現
代
.

経
済
機
構
に
ぉ
け
る
労
働
組
合」

.
三
田
学
会
雑
誌 

:

昭
和
三
四
年
三
另
:'
¥

:'
'

.
 

,
:
'
:
_

黯

の

資

料

で

規

模

間

変

位

を

確

が

.め
る
と
と
が
出
来
る
の
は
、

;-
,
:爲

絲

計
.'.
-
. 

実

地

調

査

の

の

分

だ

げ

が

あ

る

。
，

:
;
:

.

第
8
図

八
5

0
は
昭
.和」

一
$

京
市
労
働
統
計
実
地_
查
報
告
か
ら
、
年：
' 

儺
法
則
の
規
模
間
変
位
.に
あ
た
る
も
：の
が
見
ら
れ
る
が
を
調
べ
る
だ
め
；の
も
：の
：
 

で
あ
る
0
.夂

の

塵

セ
.は

規

模

別

靜

が

な

：い
:0
で
，
蓮

職

種

を

も

ち

、

一
. 

，
産

業

を

：

】

規
M
と
み
な
洗
る
よ
う
な1

を
え
ら
ん
で
、
へ
規
模
間
比
較
の
効
果 

.

を
あ
げ
る
よ
う
に
試
み
わ
,°
:造

酸

で

ば

ー

璧

〇

〇

人

の

畫

所

j

、
銃
砲
製 

造

業
S

営)

，は1
1

四
人
の
事
業
所'

r

三
八
七
人
の
事
業
所
一
で
両
産
業
：：
 

に
は
木
エ
、

」

鋳
物
エ
、
：
鍛
冶
鉄
疋
、
旋
盤
エ
筹
々

0

|
職

種

が

あ

る'0
, 

©
造
船
業
と
銃
砲
製
造
業
.©.
时
部
.で
は
.そ
が
ぞ
れ
年
齢
法
則
が
観
察
さ
れ
る 

;(

第
8
因
八
汩
>
9
;に
対
し
て
、@
年
齢
層
を
固
定
し
た
と
ぎ
の
賃
金

1
労
働
時 

間

の

は

造

船

業

の

プ.口
ッ
ト
は
魏
@
製
造
業
の
プ
ロ
ッ
ド
の
右
刺
に
あ 

ら
.わ
れ
>
0傾
向
が
：あ̂

(

第
8
因
0)

。
©
同1

s

'
.
同

一

職

揮

で

造

雪 

と
統
砲
製
造
業
を
比
べ
る
と
前
者
は
よ

»)
-:古1
|
!
2
:

金
で
あ
る
か
ら
、
：
大

規

模

事

業

' 

所
で
：は

賽

盛

長

時̂

^
が

行

介

わ

れ

て

ぃ

る:8
織
業
女
子
本
货
ら
れ
た
'-
. 

高
賃
金
短
時
間
労
働
の
型
は
見
ら

4
.な
い
0
。
.従
っ
.て
.プ

：ロ
：
ッ
ト
は_全
本
と
し" 

て
治
に
傾
い.た
§

形

の

霜

を

な

し

て

い

る

。

次
に
^

^
規

模

が

^

^
的
で
だ
る̂

?
木
製
品

に0
^'
て
賃
金
労
働
：

:
:
:
:
'
:«
逾
と
労
働
時
間
鹌
差
の
.年
#
別
特
性
、

.

時
間
®
を
つ
く
る
と
、
各
年
齢
層
.ご
と
に
銃
砲
製
造
業
の
プ
ロ
ッ
ト
と
重
な
り 

あ

ぅ
-
と

が

見

ら

れ

る

(

第
9
図)

.
0

-

こ
の
と
と
か
ら
、木
材
、木
製
品
製
造

AJ

銃
砲
製
造
の
両
業
種

(

い
ず
れ
も
五
〇 

'
'.
0
.火
篇
卬
事
業
所
：
^
に
雇
用
さ
批
る1

カ
は
賃
金
較
差
と
労
働
時
間
較
差
の 

ー

側

面

か

ら

み

泡.一ー.
1爾
£
:
©人
€

%
業
所(

造
船
業
>
に

雇

用

さ

れ

る

霜

カ

と 

V
.

は
相
異
な
，る
特
性.を
も
ち
、
前
ニ
者
は
相
等
し
い
棒
性
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。 

,
.賢
金
I
造

基

本

調

弯

(

昭
和
一
一1
ー
ー
ー
年
ド
に
っ
..い 

「

る
と
、

こ
の
ょ
デ
な
規
模
間
の
差
は
あ
ら
わ
れ

^
い
こ
と
を
揭
に
述
べ
た
が
、 

■昭
和
ー
-ー.動

料

0
削
掲
>
;:
に
.お
い
て
も
、

こ
れ
が
確
か
め
ら
れ
る

0 

:'
一'ー
五0
〇
人
規
摸
の
荜
糸&

業
和
ょ
び
大
規
模
に
比
重
の
大
き
い

^

^

:

業
と
、
中
小
規
模
：の
支
配
的
な
綿
織
物
業
に
っ
い
ヤ
賃
金
丨
贸
働
時
間
の
図
を 

画
く
と
第10
因
の
と
一
お
い
で
、各
業
揮
の
規
模
の
特
性
ょ
0:
も
、
養

な

年

齢
 

法
則
に
従
ら
て
観
測
点
が
排
列
さ
れ
る
こ
と
が
明
瞭
に
見
ら
れ

(

年
齢
層
が
同 

じ
な
ら
ば
宅
紡
、

綿
紡
、
へ
綿
織
は
混
合
す
る

)

、
.各
年
齢
層
で
、
員
を
の
砠
^- 

的
に
髙
い

(

毛
紡
は
、
相
対
的
：に
短
時
間
労
働
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て

.い
る
。
す 

が
わ
ち
、
男
子
中
心
産
業
に
み
ら

^.
た
大
規
模
事
業
所
の
高
賃
金
長
時
間
労
働 

は
観
察
さ
れ
な
い。''
.-

;

パ
三〕

；
へ
^

■■
:

■M
子
中
が
靡
業
の
男
子̂
^
考
の
法
則
に
は
規
模
間
で
変
位
が
存
芘
：
 

.し
、(

大
規
模
次
は
高
賃
金
：

.
！̂

間
労
働
が
特
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
男

子

，
 

中
心
産
業
の
女
子
見
ば
、

.
こ
の
；傾
向
は
見
出
さ
れ
ず
、
，女
子
中
心
産
業
の
女
子

ぐ
'

..

:

'こ

.ヘ
^
^
^
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の
場
合
と
同
様
の
賃
金

—

労
働
時
間
西
が.え
ら
れ
る
。
第11
爵
は
男
子
中
心
産 

業
の
女
子
の
賃
金

—

労
働
時
間
図
を
造
船
、
銃
砲
、

i

機
に
つ
い
て承

し

た
 

も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
造
船
業
で
は
十
ニ
丨
：一
四
歲
層
は
左
に
順
次
一
五

—

 

ー
九
歲
、

ニ0

丨
ニ
四
歲
、

ー
.
ー
五
丄
一
九
歲
、

と
労
働
時
間
が
増
加
し
て
、

四

. 

〇
歲
を
こ
え
る
と
左
に
も
ど
る
傾
向
が
こ
こ
で
も
あ
ら
わ
れ
て

.い
る
。

(

«) 

：

15
へ

1 0 

■
賃
金
と
労
働
時
間
較
差
の
年
齢
■別
特
牲

第

四

節

.(
1
)

.
年
齢
法
則
と..女
子
労
働
者
の
年
齢
分
布
の
変
化

.

8

ニ
節
に
述
べ
た
よ
ぅ
に
、
年
齢
法
則

.に
よ
れ
ぱ
、
勞
働
時
間
の
減
少
と
雇 

用
労
働
者
の
若
年
化
が
錐
行
し
で
顧
測

.さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
大
正
五
年
の
エ 

場
法
実
施
を
は
さ
む
期
間
と
昭
和
四
年
の
同
法
改
正
を
中
心
と
す
る
期
間
は
労 

.:

働
時
間
が
有
意
：に
減
少
す
る
時
期
で
あ
る
が
、

こ
の
時
期
に
は
た
し
て
年
齢
分 

布
の
若
年
化
が
行
な
わ
ホ
て
い
る
か
を
検
討
し
よ
ぅ

。

■

第
12

図
は
明
治
四
ー
一
年
、
：
大
疋
三
年
、

八
年
、

7
0

年
の
製
糸
業
女
子
労
務 

■
渚
の
年
齢
分
相
で
あ
る
.(

工
場
統
計
表

)

。

一
〇
〇
入
肖
模
を
境
に
、 

と
小
規
模
と
で
は
年
齢
分
'布
の
変
化
に
差
が
あ
る
こ
.
と
が
見
出
さ'れ
る
。

一
〇 

◦

人
以
上
規
模
で
は
明
治
四
.

1
1

年
と
；
大
正

11:1

年

の

申̂

^

^

に
力
罾
は
な
い.

■

が
、
大
正
八
年
と
，

一

◦

年
で
.は
若
年
層
；一

四
I

「

五
歲
以
下

)

の
比
率
が
有 

意
に
増
大
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
三
〇
人
以
下
の
規
模
で

.は

若

年

層c
1 

四—
I

五
歲
以
下)

は
む
し
ろ
や
や
減
少
し
.て
い
る
。
三
〇|

五
〇
人

^
五
〇 

I

一
 

〇
〇
人
規
模
で
は
有
意
な
変
化
：は
み
ら
れ
な
い

。

'

第
13

因
は
綿
餅
績
業.に
つ
い.
て
見
た
も
の-で
あ
る
。

ー0
0

人
以
下
の
規
摸 

ぱ
雇
用
者
数
が
沙
な
.い
0

.で
年
齢
分
街
の
変
勸
が
大
き
く
て
規
則
的
な
変
化
は 

•:
.
'見
出
せ
：な.い
が
,*
.

五
〇
G

人
以
上
規
模
で
は
一
五
丨
一
山
ハ

^

は
下
の̂

ギ
_
が 

大
正
八
年
上
ニ0'
年
で
増
加
し
て.い
.る
て
..と
成
わ
か
る。
：
：

-

'

一
労
働
時
間
減
少
の
第
二
の
実
験
期
間
昭
和
五

I

八
年
に
.つ
い
て
年
齢
分
布
を 

見
る
と
、
第14
図
の
と
お
り
で
あ
る

(

劳
働
統
計
実
地
調
查
.

)

。
各
業
種
と
も
に

:

三
-
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吗
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昭
和
一1
年
と
五
丨
八
年
と
比
べ
れ
ば
、
労
働
時
間
減
少
と
若
年

化(

と
り
わ
け
一 

五
歲
i

労
働
者
の
増
加

)

が
並
行
し
て
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

.
:こ
の
よ
う
にH

場
法
施
符
と
同
法
改
正
を
は
さ
む
夫
々
の.期
間
に
.お
い
て
、
,1 

間
の
■

と
若
年
化
が
同
時
に
観
察
さ
れ
、
.第
三
節
：

(

ー)

：
の
予
想
は
. 

妥
当
す
る
。
こ
れ
は
年
齢
^
^
に
も
と
づ
い
て
企
業
が
合
理
的
に
衍
動
す
る
と 

い
う
：モ
デ
ル
が
事
実
と
整
合
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
'一

.

'

.
' .

労
働
時
間
の
短
縮
と
労
働
者
.の
年
齢
の
.若
年
化
と
は
ど
ち
ら
が
原
因
で
あ
り 

結
果
で
あ
る
か
と
い
う
点
は
•

の
.分
析
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
大
正
期 

に
つ
い
て
準̂
^

W

を
試
み
た
結
果
を
記
せ
•ゆ
次
の
通
り
で
あ
る
。

工
場&

施
行
に
よ
っ
て
同
法
の
適
用
工
場
の
労
働
時
間
が
規
制

C

短
縮)

さ
'
 

れ
、
そ
の
た
め
：年
齢
法
則
に
も
と
づ
い
.て
若
年
層
労
働
カ
が
よ
り
大
き
な
比
库 

で
採
用
さ
れる

よ

うに
な
っ
た
、

と
い
う
仮
説
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
第 

1
表
か
ら
知
ら
れ
る
と
お
り
、
大
正
三
年
か
ら
一
〇
年

へ

か

け

て

.、

適
用
工
場 

に
お
，い
て
も
労
働
時
間
の
規
制
.を
う
け
な
か

マ

た
製
糸
業
の
各
規
模
で
労
働
時 

間
が
減
少
し
て
：い
る
。
.

.

.

労
働
時
間
の
規
制
を
う
け
る
織
物
業
に
つ.い
て
み
る
と
、
大
正
一
〇
年
の
非 

適
用
工
場
の
方
が
適
用
エ
湯
よ
り
も
労
働
時
間
が
長
い
と
は
い
.え
ず
、
か
え
っ 

て
、

一
〇
丨
一
五
人
規
模
で
適
用
工
場
 
一
一
•
Q時
^
、
#
3i
ff
l
工
場 
ー
0

,

一
㈣
ぽ
、

一
五|

ーー

0
入
双
_
で
適
用
エ
_

ー
 
〇
•

一
 |

時
間
、
非
適
用
工
場
九.

• 

八
時
間
で
、
適
用
工
場
の
方
が
長
時
間
労
働
で
あ
る
。

.

.
操
業
短
縮
丨>労
働
時
間
減
少
丨

>

若
年
化
と
い
う
関
係
が
第
.ニ
の
仮
説
と
し
て 

考
え
ら
れ
る
。
綿

碧

業

も

織

物

業

も

大

正

三

年

か

ら

一

〇
年
へ
と

^
■
時
間

.

は
減
少
し
て
い
る
が
、
第
15

図
に
示
す
ょ
う
に
、
絹
_

は
す
べ
て
の
規
模
の 

:.

雇

用

量

が

大

正1
0

年
に
は
、
：大
塞
ー
年
の
水
準
を
韻
太
て
お
り

. -(

大
正
1
1
1
:年
. 

パ
：
：
/

を

丄

：0
〇

：
と

し

：
キ

ー

—-

〇
：か
ら
：三

六0
%)

、

綿

鬆
 

. 

.

:
〇
〇
人
規
模
の
他
は
す
べ
て
大
正
ー
ニ
年
ょ
り
も
雇
用
が
増
加
し
て
い
る

(

ニ
一 

:

0

1

K

o

%

)

。
.
製
糸
業
で
は
五
〇
|

五
〇
〇
人
の
間
の
規
模
と

 

一
0

0

0

.

.
::
人
以
上
規
模
の
雇
用
者
数
ば
増
大
し
て
い
る
-:(

ー
ー
5

|
三
0
〇

_

技
術
革
新-
若̂
年
労
働
力.
と
'短
時
間
労
働
力
と
い
う
開
係
も
考
X-

ら
れ
る 

..

が
、
こ
の
期
間
に
お
：い
て
綿
紡
、
織
物
業
で
技
術
の
著
し
い
変
化
が
起
き
た
と

' 

,

-

.

(

注 

7
> ノ

V

い
う
証
拠
は
見
出
唯
な
い
：。

.V

以
上
，の
考
察
か
ら
生
産
量
の
：拡
大
に
と
も
な
う
労
働
需
要
の
増
加
に
：ょ
っ 

■

て
、
靈
労
働
力
需
要
が
増
大
し
て
若
年
層
の
雇
用
の
比
重
が
高
め
ら
れ
た
と

C

注 

8

〕

：

,

.

.

考
え
ら
れ
る
。

.(

注
r

)

織
維
協
議
会
.「

日
本
繊
雜
産
業
史」

参
照
。

：

/

C

法
8

V

こ
の
期
間
に
.お
い
て
成
年
男
子
労
働
力
の
賃
金
は
著
し
く
増
加
し
て 

い
る
。
従
っ
て
家
訃
の
く
主
な
収
入
者
の
収
入
は
増
加
し
、
そ
の
た
め
家
計
補 

助
的
労
働
の
供
給
量
は
減
少
し
た
.の
で
ぁ
ろ
う
0

家
舒
柿
助
的
中
年
女
子
労 

働
力
.

は
家
計
の
主
：な
収
入
の
増
加
に
対
し
て
最
も
敏
感
に
反
恣
す
る(

有
業 

.

率
が
減
少
す
る)

こ
：と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

,

女
子
労
働
カ
の
需
要
が
；新
規
学
卒
に

.集
中
し
は
じ
め
る
の
は
、
ほ
ぼ
こ
の 

時
期
で
ぁ
る
ょ
う
に
考
え

.
ら
れ
る

'0
.
'例
え
ば
製
糸
の
三
。
火
以
飞
規
模
で
は 

こ
の
期
間
に
若
年
_
は
大
規
模
と
は
逆
に
減
少
し
て

い
る
が
、

琪
在
見
ら
れ 

.

る
よ
う
な
小
規
模
に
至
る
ほ
ど
高
年
層
の
比
重
が
大
き
い
と
い
う
雇
用
年
齢
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1 6 歳 以 下 の 比 率

第
規模 大芷 3 年

五 5〜10人 20.3%
節 10 〜 30 27.1

30 〜 50 26.4

50 〜 100 24.2

100〜 500 20.4

500〜1000, 16.3 、

1000~ 23.4

20.5%

J23.9 (10〜15人) 
121.4 (15〜30人)

24,9

27.5

50.2

29.6

27.2

の
規
模
問
#:

は
こ
の
こ
ろ
の
時
期
か
ら
は
じ
ま
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
表

&

/K

す
ぞ
5

に
：备

5;

年
：で
.

は
、
、
眷

年

層

の

規

墨

は

顧

策

ゃ

な

味

の

；
に
：辦

し
て
大
芷
八
年
に
は
差
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

货
働
時
間
較
差
，と
賃
金
較
差
の
変
動
形
態
と
賃
金
労
働
時
間
図
の

.変

位

： 

長
期
に
わ
た
マ
て
見
办
ば
、
労
働
時
間
の
短
縮
は
各
地
械
と
産
業
を
通
じ
て 

の
趟
1

傾
向
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
普
適
的
な
現
象
の 

根
底
に
お
い
て
家
計
の
労
働
供
給
メ
力
二
ズ
ム
が
作
用
し
、
現
象
を
規
制
し
て 

い
る
の
で
あ
&
か
、
労
働
時
間
の
変
化
を
産
業
別
規
模
別
に
賃
金
較
差
と
の
関

' 

連
に
お
い
てw

k
、

す
る
と
特
徵
的
な
タ
や
プ
，を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

V
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注
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寺

尾

琢

磨

榻
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'
5用
1_
第
：三
、.、四
、
五
章
。-' 

r
m

16
;:
囟
饮
、

：：

親
績
_

1
鉄

溯

杜

ょ

び

篇0'
.#
囊

0;
贊
金
較
#(

最
俾
規 

:■

模
貧
：金
\
時
を1

0

0と
レ
；た
：̂
;
:
:
ど
遍
時
間
較
差
め
阱
係
を
大
正1
^ ̂

-
ょ
び
昭
和
ー
：1ー
；
：一
年
に
'っ
い
て1ボ
^
^
も-''
0

で
：あ.る
^

■ ■:

女
予
中
心
産
業
：
.

C

紡
績)

：；
でi
男

子

中

心

産

業'

(

造
船1;

鉄
鋼)

で
も
労
働 

V
時
调
は
減
少
し
て
い
る
が
、
顧
少
率
は
女
汗
中
心
産
業

0'
方
が
大
き
い0

,
 

::
:

大
正
：三
年
：に
は
女
子
中
心
産
業

s-
®

4'
男

子

中

心

産

業

：(

造
船
、
鉄
鋼

)

,

の
事
業
所
で
は
低
賃
金
事
業
所
に
お
け
る
ょ
り
も
短
時
間
^

^

で
あ 

.

.る
0 

•

,.

::
:こ
れ
に
対
し
て
昭
和
三
'.ー
へ
年
に
お
い
：
て

.は
、
.女
子
中
心
産
業
で
は
や
は
り
高 

;.
賃

金
0
大
規
^
1
業

ほ

ど

短

時

間

蕩

で

あ

る

が

、
：
一
方
男
子
中
心
産
業

(

と 

り
.わ
け
鉄
銅〕

：で
は
、
太
規
模
企
業
ほ
ど
労
働
時
間
の
長
い
こ
と
が
明
瞭
に
知 

;:
ち
れ
る
ょ
ぅ
な
形
態
に
変
っ
そ
い
.る

0
昭
和
ー'1九

丄

ニ

〇

霖

の

職

種

別

等

賃 

金
実
態
調
査
：に.：っ
い
て
み
て%:
、
戚
賃
金
規
模
の
短
時
間
労
働
は
男
子
中
心
産 

業
で
：は

办

农

く

観

察

さ

れ

て

が

。.■
:

■
.
ニ

：
"
：.
:
:

.

:
現
班
^
で
の
分
析
に
ょ
っ
て'み
る
に
、
：
昭
和
三
〇
^
1

に
見
ら
れ
る
賃
金
較

i

 

0

 

^

 

■ 

s

 

^

 

s

i

x

ス
ケ
デ
：ユ.
ル

が

產

模

资

凑

の

：蕩

者

で

戍

ょ

り

：上

方

に

.

変

位

し

て

：い

る

こ

と.
 

に
起
因
する
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

■
大

:1
ー¥

に
お
'い
て
は
鉄
銅
業
の
き
規
模
以
下
、

お
ょ
び
造
^

^

の
全
規
模 

.
に
つ
い
て
、
賃
金
と.労
働
時
間
の
較
差
が

r

規

模」

と
，い

ぅ

要

因

と

震

に

塑
 

し
て
：
'.い

る

と

は

い

い

難

い

。

大
裏
ー
ー
年
で
は

<
女
子
労
働
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん

)
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A :大興模企業(蕻業所）の賃金•资働時間

B , C ;中小規模(事業所）の賃金•労働時間

男

子

中

心

産

業

の

！
：
子

の

労

働

供

給

，ス

.ヶ
デ
ュ
ル
：は
、
.
規
模
間
で
有
意
な
差
が 

な
い
か
、
ま
た
は
、
あ

っ

て

も

比

較

的

(

昭

和

年

代

に

比

べ

：て

‘

)

小
さ
い
も
の'
 

で

あ

っ

た(

第
17

ム
因)

。
，
こ

れ

に

対

し

で

、
；
：
：
昭

和

三

〇

案

で

：は

規

摸

間

で

： 

ス
ヶ
デ
ュ
ル
に
ょ
り
大
き
な
開
+き

が

生

じ

て

い

る

'

(

第
17
6

、
a

風)

。

(

注
10)

佐
野
陽
子「

現
代
経
済
機
構
に
お
け
：る
穷
働
.

組
合
.

」

三
田
学
会
雑
誌 

(

注
2

參
照)

。：

.

晓
和
湖
期
の
規
模
別
賃
金
勞
働
時
間
較
差
を
知
る

-
と
•が
で
き
な
い
が
、
昭_
 

和1
j、

年
の
前
記
資
料
で
規
模
間
変
位
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
か

.ら
、
将
来
昭
和 

三
〇
$

型
が
当
時
存
往
じ
て
い
た
と
’い
ぅ
資
料
が
見
出
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は 

む
し
ろ
予
期
さ
れる
と
こ
ろ
で
あ
る
。.

.

'

.

.

ベ
.

:

.

.

ス
ヶ
デH

ル
の
規
模
間
変
位
が
昭
和
期
に
か
け
て
_

を
殳
し
た
こ
と
の
要
0

が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て 

は
、
今
後
の
分
析
に
ま
た 

ね
ば
な
ら
な
い。
.

「

常

：
数

i

 

:

と

主

観
：.

価

植

論

_

.

ノ

'■
-

■
 

'

I

M

.

•

ド
.

ッ

ブ

：
の

価

値

論

観

：
の
―̂
*

考

察
|

へ-

..こ

.の
小
論
.の
意
因
す
る
も
の
は
、

ォ
ー
ス
ト
リ
ー

学
派
®

論
の
経
済
学
史 

的
.な
旁
察
で
は
な

V
、

経
済
学
に
お
け
る
価
値
論
の
地
位
を
考
察
す
る
過
程
の 

一，
つ
と
し
て
、ォ
ー

ス

ト

リ

ー学

派

の

.主

観

価

値

論

を

撿

討

し

ょ

ぅ

とす
る
も

.の

で

あ

る
.'
0

.
'八

，
上

ン
価
値
論
に
つ
い.て
.の
論
議
は
、
：
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

.

.に

も

ィ

デ

.オ

ロ

ギ

ー

に
と 

ら
わ
れ
す
ぎ
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
.経
済
分
析
の
技
術
的
な
用
具
と
し

.

;

•

 

- 

.

.

'

.

.

.

 

. 

, 

. 

V

I
 

.

.

.

.

.

(

1

>

て
め
地
位
に
関
し
て
は
、
.そ
れ
行
ど
検
對
さ
れ
る

U

と
が
な
：か
：
っ
た
。
，

「

経

済 

-

の
.世
界
に
対
す
る
理
論
家
の
.見
解
が
僩
値
現
象
に
.た
い
す
る
か
れ
の
見
解
如
何 

.に
か
か
っ
て
い
る

」

こ

と

は

か

：であ
り
、

.ま

たI

経
済
学
者
が
そ
れ
を

r 

- 

: 

' 

. 

.

.

.

.

.
 

. 

.

.

.

.

.

'

.

こ.
.

.
 

.

'
 

持

，

丸
，
；

. 

'
 

悦

；

.
‘ 

' 

朗

'

一.

.
'
-
.
'
-
 

.

.

.■

. 

. 

. 

.ン- 

’
 
：

、

.

'
■■
■'
-
.

:

ろ

う
°

し

か

し

こ_
れ

レ

の.
こ
，と

は

、

け

っ

し

て

経

済

学

^

お

け

る

価

値

論

の

必 

.

要
性
を
し
め
す
も
の
で
.

は

な

い

。
、
経

'1

子
.

に

柃

け

：
る
1

^

論

の

必

要

性

は

、
：
価 

,

値

論

が

経

済

分

析

の

：用

具

>1

し

て

い.
か

に

有

用

で

あ

る

か

、

.

と

い

う

点

に

か

.
か 

-.
-?

て

い

る

の

で

あ

る

)

。
.
も

し

経

済

的

な

諸

問

題

が

価

値

論

な

し

に

分

析

し

理

解

(

5

-

T

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
濃
論
は
そ
れ
が
.ィ
デ
オ
ロ
ギ
ッ 

:

シrr

に
ど
の
よ
う
な
重
要
性
を•%
つ
も
の
で
あ
み
う
と
も
.経
済
科
学
の
分
野 

ぐ
か
ら
追
激

し

う

る
も
の
で
あ
り
、
'
ま
^
追
放
さ
れ
な
け
れ
ば̂:
ら
■な
い
。

価
値
論
を
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
取
り
扱
：
っ
た
も
の
の

1

つ
と
し
て
、
，
モ
I 

リ
.ス
ー
，
ド
ッ

ブ

め

勺

政

治

経

済

学

と

資

本

主

義

^-
が
あ
る
。
ド
ッ
ブ
に
よ
れ
ば
、：

一|

学
に
ぉ1'
,

て
は
/「

一.
般
的
叙
领
の
体
系
.

は

、
：
：量

：

^

態

を

と

：
り
、

.

f

詭 

に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る̂

パ
し
た
が
づ
て
価
値
論
の
適
合
他
ば-1
:

^

も
っ
て
は
じ
め
る
独
自
の
価
値
論
は
、
：ほ
と
ん
ど
，ま
ち
が
い
な
く
、

.彼

が

分

析
.
一
連
の
参
速
が
ど
の
ょ
う
な
条
件
を
み
た
し
た
場
合
に
、
全
体
と
し
て
の
体
系 

し
よ
う
と.す
る
問
題
に
た
い
し
て
、
彼
が
と
ろ
う
と
す
る
基
本
的
な
態
度
を
、

の
均
衡
：ま
た
：ば
蓮
動
を
決
定
す
る
能
力

.を
も
つ
か」

と
い
う
こ
と
に
か
か
：
っ
て

.

-

.

.

.

.

.
 

.(

3

>

'
 

-

.

 

.ミ
'
;
'
:
'
パ

:

い
わ
ば
速
記
記
号
の
か

た

ち

；
で

あ

ら

わ
す
先

の

：で

あ

る

」

こ

上

も

た

し

か

で

あい

る
.0
こ
の
場
'-
#

、
■純
形
式
的
に
は
、
方
程
式
体
系
.に
お
い
て
、
方
程
式
ま
た
. 

.'
:「

常
数」

■
と

主

観

価

値

：論

ノ
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